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研究集会のデスカサーと進め⽅ 
生協の（未来の）あり方研究会・第二次共著の提言から「地域社会」「格差社会」をキーワードに、

共同購入事業（生協らしさ）の視座を、そして、総括的な視点から「共同購入事業（生協）の今と

未来」を提言します。 

そして、第２部にあたる「東海における生協の今」は東海３生協（２生協を柱に依頼中）から共

同購入事業の現状（問題）と課題（悩み）を持ち寄ります。そして、共同購入事業を連帯運営する

東海コープ事業連合にも参加いただき、連帯のあり方にも迫ります。 

＜第１部にあたる第二次共著からの提言者＞ 

○地域社会と生協の事業：小木曽洋司氏（中京大学教授） 

○格差社会と生協：加賀美太記氏（就実大学准教授） 

○共同購入事業（生協）の今と未来…生協らしい存在価値の創出に向けて 

：兼子厚之氏（元地域と協同の研究センター理事） 

＜第２部にあたる実践家からの現状・課題（悩み）報告＞ 

○３生協共同購入事業主幹部署、および東海コープ事業連合から３者（相談中） 

＜タイムスケジュール（予定）＞ 
13：00 Ⅰ．開会と本研究集会の趣旨説明（５分） 
13：05 
 

Ⅱ．第⼆次共著からの提⾔（各 25 分・75 分） 
１）⼩⽊曽洋司⽒ 

○ 第⼆次共著発刊の発表 
○ 「地域社会の当事者性を創る―⽣協が拓くコミュニケーションの役割―」から

「地域社会と⽣協の事業（仮題）」 
２）加賀美太記⽒ 

○ 「格差社会における⽣協事業―⽣協は変わる社会と消費にどう応えるか―」か
ら「格差社会と⽣協（仮題）」 

３）兼⼦厚之⽒ 
○ 総括的な提⾔「共同購⼊事業（⽣協）の今と未来…⽣協らしい存在価値

の創出に向けて」 
14：20 休憩（10 分） 
14：30 
 

Ⅲ．パネルディスカッション（90 分） 
「東海における⽣協（共同購⼊）の今（悩み）」を共有し、視座と提⾔を切り⼝に、

「⽣協らしさ」を考えます。 
実践家と第⼆次共著提⾔者によるパネルディスカッションと全体討議。 
１）実践家から「現状と課題（悩み）」の報告 

東海コープ事業連合と２⽣協（相談中）の報告（各 10 分・30 分） 
２）現状と課題（悩み）の報告に関して、⼆次共著の提⾔者からの視点開⽰ 

（20 分）
３）視点に基づき、会場討論で「⽣協らしさ」に迫る（35 分） 
４）まとめ（５分） 

16：00 閉会 
 


